
理 科 学 習 指 導 案

平成 16年 11月 10日 (水)5校 時第 1理科室
授業学級 盛 岡市立見前南中学校
3台F4雑1 (男子20名。女子20名。計40名)
授 業 者 盛 岡市立見前南中学校

教諭 吉 田 保

1,単 元名 地 球と宇宮 (「新しい科学 2分 野下」東京書籍)

,2.単 元設定の理由
(1)教材観
本単元では,身 近な天体の観察を行い,そ の観察記録や資料などを基に,地 球の運動や太陽系の
天体とその運動の様子を考察させるとともに,恒 星の特徴をとらえることが主なねらいである。
第 1章ではデ天体の動きと地球の自転 ・公転について,観 察記録を基にして相対的な考察するこ
と。第2章 では太陽系と惑星については,観 察記録や資料に基づいて恒星と惑星の特徴す太陽系の
構造をとらえさせたい。

(2)生徒観
生徒は,小 学校で月の運動,星 の明るさ色の違い,星 の運動について学習している。知識として
地球には自転や公転をしているという言葉は知っていても,そ の概念までは把握していない生徒が
多い。生徒たちにとって,天 体の運動はまだ天動説であって地動説ではないのである。
空を見上げればそこに見える,であまりにも身近である太陽と星: ,々そ して地球について,そ の運
動や構造を立体的に理解し説明することは生徒にとって簡単なことではない。立体的な空間の認識
や天体の相対的な運動を平面図で表すだけでも理解が困難な生徒もいる。相対的な見方 ・考え方を
養う学習を展開していきたい。

(3)指導観
本単元では,生 徒が観察によって得た天動説的な見方を基に地動説的な考票にとらえ直させるこ
とを学習の中心において展開したい。そのためには観察者の視点を地球の外に置き換え考察させる
ことが必要である。.そのためのモデル実験 古シュミレーションなど視覚的にとらえさせる工夫が必
要であり,そ の工夫が学習内容の理解へとつながると考えられる。
また本時にかかわって̀ いうと,太 陽の特徴について,天 体望遠鏡での太陽表面の観察を行い,そ
の記録とともに,写 真 ・映像 ・模型などの資料をもとに特徴をとらえていく。そこで,黒 点などの
形状 ・動きの様子から,太 陽は球状であること,自 転していること,さ らに団体ではなく自ら光を
放出している天体であることをとらえる。
これらをもとに,単 元の学習の中で,学 習内容が相互に関連していることは繰り返し想起させ,
その関連性を確認することで,基 礎基本の定着を図っていきたいと考える。さらに,基 礎基本の定
着を確認しながら指導の展開を図っていくことで,学 習内容の定着を確実なものにしていきたいと
考えている。

3.単 元の目標
身近な天体の観察を通して,地 球の運動について考察させるとともに,太 陽の特徴および太陽系
についての認識を深める。

4.指 導計画
夜空をながめてみよう                    。 ・・2時間
第 1章  地 球の運動と天体の動き               ・ ・・8時間
・地球の自転によって星や太陽はどのように動いて見えるか ・ ・・4時 間
・地球の公転によって星や太陽はどのように動いて見えるか ・ ・・2時間
。季節はなぜ生じるのか                 。 ・・2時間

第 2章  太 陽系の天体                    ・ ・・6時間
・太陽の特徴を調べてみよう               。 ・。2時 間 本 時 1/2
,惑星はどのような天体か                ・ ・・2時間
。太陽系の仲間                     ・ ・・1時間  !
・字宙の広がり                     ・ ・・1時間
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5.本 時の指導

(1)本時の目標

① 太陽の様子を観察する

② 黒点の位置や形を比較し太陽の運動・形を推理することができる

(3)評価

① 太陽の様子を観察することができる。

② 黒点の位置や形を比較し太陽の運動・形を推理することができた。

(2)本時の展開
由
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年間指導計画 評価基準一発表 (本単元の部分の抜粋)理 科 3年 盛岡市立見前南中学校

月 単元 節 解価規隼 時お 学習内容

6.地球と
宇百
夜空をながめて
みよう

,天体や星座など,宇官について興味・田心をもち,意欲的に観景しようとする。  【 問心'を歓・ほ臣〕

2

天体に興妹・田心をもつて,
最駄的に星空の現薫を行い。
天傘の考え方を説明すること
ができる。

・4t表的な二とを陥ぬできる。    〔 如賞。理解】

・星座早見とのしくみと理解し・正しく机み立てることができる。     【 IRRヽ長職の機能・表現】

・星の位口の現宝方法を理解し,正 しく配鼻できる. r回車'英いの技能・表現〕

・見つけることがでせた里座やtE里など,口索した結果を完まできる.   【 口確・兵機の生能・表現】

・tE里には明るとやこ.地球からのE鳥にちがいがあることを脂出することができる。  こ 知臓・理解】

'天球の考え方を説明できる。   [科 学的なE中〕

1幸 地球
の運動と
天体の動
き

第 1節 地球の
自転によって塁
や太円はどのよ
うに動いて見え
るか

口地務の自転や公転・地軸のほきに興味・聞心をもつ.[関 心・よ積す出度〕

盤君曾息唇皆緩償長:率 色せ
る現象との関係を考票する.
星や太陽のよ日の動きの混宝
を進んで仔い。その口盛博鼻
から,地 球の自ほと天体の車

日の見かけの動きとの関係を
説明できる。

・自転と公転のちがいを目などに示しながら脱明できる.               【 知政口理解】

・日常生活と田連づけて.地 球の自転によって生じる現象について指摘できる.    【 科学的な思キ】

・星の1日の動きを,透明半4な どを使って逮歓的に日 よヽうとする。      【 関心'■歓・態度】

・透明半球を使って畳の1日の動きを考京できる。 〔科学的な思考〕

。大陽の 1日 の酌きを透明半球程使ってE得 できる.【 親窯 ・実取の生能 ,表現〕

・大路の1日の動きの特徴を畳の1日の動をと比戦できる。        【 田宝・真聴の技能・在現】

'遠明半率に辺毎された六いの 1日 の動をから,日 の出,日 没などを推定できれ,   【 科学的な,寺 】

・天体の日H連 酌について.堅 や六Bの 駒きと天球檀とを用いて出現できる。      【 蜘段 ・理解】

・天卑全体での天作の動きを産研羊率を負って考えることができる。         【 ‖学的なB号 】
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・モデルt住,そ.口手の里座の移り交わりと地率の公慎運動との関連について観明できる。 【知段・理解〕

コンピュータを使つて豊との一年同の動どを■欲的にロベようとする.    [関 心 ・8歓 ・ほ質】

シミュレーションによって気すいたことゃ・ゎかったことをまとめることができる。 〔神学的な昼考1
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1 辛 第 3 節 審
師はなぜ生じる
のか

F、〒母 球子 と 邑宇
日 につ いて長 岡 i● ち・身 の まわ つの現室 と寓昼 つ けて ,意 転 両 に高 べよ 'と 丁 る。 こ 西

・六Bの光の当たり方によって,も ののあたたまり方が異なることを脱研できる。    【 知H・ ■解】

B手峰 こ■ ■ “曖 つ「_tア ル英 原 て本晴 lRIや 基 直のえ ヽの ち ,Iい こ河定 で せ 0. `瞬 悪
'英 取 の■ 臣 ・コ

モデル束晩の結果をまとめコ舜受てきる.〔 口盛・実nの技色・誠現】
・モテル斉

,地倍のHき を由中高度から求めることができる。 [科学的な思考】

・4重 と夏この日の北半率での大「J高度のちがいを目を使って説明できる.      [科 学的なB章】

・■半率・南辛車の手節のちがいについて地特の傾きと公伝ぷ助t使つて脱明てきる。  1【的R・程解〕

1節 太間の
曲を日べてみ
よ

・天体望遠生による大じの観ほに田心をもち,と秩的にとり出むことができる。  こ 関心。と&・■度】

大開の表雷の観史を行い,日
ら光と熱を出出していろ太陽
の付段についてまとめること
ができる。

・天体臣出生を用いて,大 いの観潤を行うことができる。        【 配盛 ・束政のよ能 ・表現】

・太爆の風点のようすt把出することができる。 【観察口実験の生解・表現〕

・太Bの風点ρ移動や形の変化を指招することができる。              [科 学的な思者】

・六,の竹敵t説明できる.    [何 出'■悌】

a  t t t n l t t  n  T 虫 1 1 コメ ー ン い 々 “n日 Lも と と へ い 野 ヨ ■ F白 毒 ● ュ ヤ レM… Ⅲ ■   F d  B 笛 Ⅲ 口 と 1

2辛 六問

・慮星は,大 Bの 光を反射して光っていることや,内 を足・外虚畳のちがいを最明てせる.【 知島 ・理解〕

寄冴晶盈岳徐ぞ会長を予兵能
系の相通について考票する。
また,写 真や買料から懸工の
ようすt角 り,ぼ晶の付故を
とらえる。

・B里 の動きに口心をもち・最私的に田ヽようとする。 [関心・な歓1に庄】

・金星の位置や由ち欠けを通いてきる。 【観煤 ,実 nの 生使 ,衰現】

,金畳の見え方について・地球や金壇の公転定動と鵬連づけて考えることができる。 〔 科学的なB争 】

・恒里とと阜の見え方のちがいt,そ の特債にもとづいて考票てきる。       【 科学的な思キ】

・地事からの内遠里の見え方について口に位貫関係を示したがら脱明でせる.     【 知■・理停】

2手 第3節 太
問系のなかま

・コベた内事をまとめ,わ かりやすく免去できる.〔 母車・実験の技能・表現〕

・慮晏やその他の小ヌいも含めて六じ系の球澄について配明できる。          [知 出・理麻〕

・宇宙の広がりに口心ともち・白らな扶的に口ヽようとする。         【 SS心,8歓 ・B産〕

・tE里の特使について,慮 里とのちがいをふまえて・指摘できる。          〔 PIl由・理解〕

・‖へたことをまとめたり,磁 雇して完ましたりすることができる。   【 収韓・浜職のは信・表現】
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